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平成30年度決算平成30年度決算

平成３０年度

決 算 審 査

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査

　

令
和
元
年
第
2
回
定
例
会
は
9
月
2
日
に
開
会
し
、
26
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
深
谷
市
議
会
で
は
決
算
認
定
関
連
議
案
を
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
集
中
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
決
算
は
、
清
水
議
長
、
議
会
選
出
監
査
委
員
の
三
田
部

議
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

厳しさを増す地方財政
深谷市は？

財政

ー主なポイントー

ー主なポイントー

　現下の地方財政を取り巻く状況は、歳入面では、地方交
付税の合併算定替による割増交付が令和２年度に終了する
等の理由から先細りが予想されます。一方、歳出面では扶
助費などの義務的経費が増加傾向にあり、今後の財政状況
は厳しさを増していくことが見込まれます。このため、市
としては、総合計画の目標達成に向けて最小の経費で最大
の効果を生み出すよう努めるとともに、自主財源の確保に
向けて、徴税強化や花園インターチェンジ拠点プロジェク
トの推進、渋沢栄一翁を取り巻く機運等をいかし、多種多
様な主体による重層的な取り組みにより財政基盤の充実に
繋げます。

財政力指数　　0.773
経常収支比率　85.2％ 
実質公債費率　- 0.7％
将来負担比率は生じていない

市の財政調整基金残高は122億円となっている。市
民の暮らしや支援にもっと活用すべきではないか。

扶助費等が増加傾向にある中、将来の財政需要に備
えることも必要。今後とも中長期的な視点に立ち、
各種基金を計画的に活用しつつ、将来に渡る持続可
能な財政運営と必要な市民サービスの提供に努めて
いきたい。

Q

A

市の貯蓄額が増加

市債の借入れ先、利率、期間はどのような基準があ
るのか。

借入れ先については、県の同意のもと、地方債の種
類等によって公的資金、民間資金の利用について一
定の割り振りを行っている。利率については、公的
資金については金利の提示があり、民間資金につい
ては照会をした結果、有利なものを利用するように
している。期間については、対象となる建築物など
の耐用年数を考慮している。

Q

A

市の借入金の基準について

実質公債費比率がマイナス0.7になった理由は。

各種事業の財源対策に合併特例債など、交付税算入
率の高い地方債を活用し、実質的な公債費負担の抑
制に努めているため。

Q

A

公債費比率がマイナスに

地方消費税交付金が増えているのは何故か。

平成 30年度の地方消費税交付金の清算基準割合の
改正により、消費する居住地の人口への割合が高
まったことから、増額したものと思われる。

Q

A

景気回復への期待

決
算
審
査
は
な
ぜ

　

９
月
議
会
な
の

●
年
度
末
会
計
年
度

●
出
納
の
閉
鎖

●
決
算
の
調
整

●
監
査
委
員
の
決
算
審
査

●
議
会
提
出【
９
月
議
会
】

（
３
月
末
日
終
了
）

決
算
ま
で
の
流
れ

　

会
計
年
度
終
了
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
の
間
、

決
算
年
度
に
係
わ
る
現

金
の
未
収
、
未
払
い
の

整
理
を
行
う
期
間
（
出

納
整
理
期
間
）
が
設
け

ら
れ
る
。

　

出
納
の
閉
鎖
後
、
会

計
管
理
者
は
決
算
書
及

び
付
属
書
類（
歳
入
歳

出
決
算
事
項
別
明
細
書
、

実
質
収
支
に
関
す
る
調

書
、
財
産
に
関
す
る
調

書
）を
作
成
し
、
市
長

に
提
出
す
る
。

　

市
長
は
決
算
書
及
び

付
属
書
類
を
監
査
委
員

の
審
査
に
付
す
。
監
査

委
員
は
決
算
審
査
を
行

い
、
意
見
書
を
作
成
す

る
。

　

市
長
提
出
議
案
と
し

て
市
議
会
に
提
出
す
る
。

（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）

議
会
は
決
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
審
査
を

行
う
。

（
地
方
自
治
法
２
３
５
条

の
５
）

（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）

（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）

平成30年度一般会計歳入決算款別内訳 平成30年度一般会計歳出決算款別内訳

市税

繰越金

財産収入・寄附金・
繰入金・諸収入

分担金及び負担金・
使用料及び手数料

地方譲与税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

その他

自主財源依存財源

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費
議会費

款 決算額
市税 19,367,671
地方譲与税 642,943
利子割交付金 25,835
配当割交付金 71,814
株式等譲渡所得割交付金 66,076
地方消費税交付金 2,539,649
ゴルフ場利用税交付金 38,745

款 決算額
議会費 300,369
総務費 6,847,384
民生費 20,380,687
衛生費 3,092,920
労働費 82,838
農林水産業費 919,835

款 決算額
商工費 571,184
土木費 5,755,879
消防費 2,299,926
教育費 4,845,689
公債費 2,730,135
合計 47,826,846

款 決算額
自動車取得税交付金 273,394
地方特例交付金 98,882
地方交付税 6,397,255
交通安全対策特別交付金 21,072
分担金及び負担金 1,270,592
使用料及び手数料 437,593
国庫支出金 7,352,552

款 決算額
県支出金 3,283,862
財産収入 202,331
寄附金 313,570
繰入金 466,314
繰越金 3,022,511
諸収入 764,025
市債 4,486,000
合計 51,142,686

歳入内訳 歳出内訳 9 月定例会
［本会議］

［委員会］

（単位：千円） （単位：千円） （9/２～9/26…25日間）

※決算額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

※網掛けは自主財源

  2 日・  5 日　議案説明・議案質疑
19 日・20 日・24 日　一般質問
26 日　　　　  採決

  9 日　産業建設　　10 日　総務
11 日　福祉文教
12 日・13 日　決算特別委員会

※数値については
　4・5ページに説明あり
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平成 30 年度決算を集中審査するた
め、決算特別員会を設置しました。
通告の質疑は 53 項目ありました。
質疑の一部を掲載します。

議会が決定した予算が適正に執行されたかどう
かを審査するとともに、決算関係書類に基づ
き、行政効果や経済効果を測定し、客観的に評
価する決算審査の責務を果たせたと思います。

緊張感のある
審査を行いま
した。

ボランティアの育成と活動支援の詳細は。

平成 27年 6月から「渋沢栄一翁と論語の里ボラ
ンティアの会」が組織され、現在の会員数は 39
名。活動支援としては、ボランティアのスキルアッ
プ研修への支援、渋沢栄一に関することを学んで
もらう連続講座の開催等である。

Q

A

英語検定、数学検定の受検料の補助は。

英語検定3級が3,400円、数学検定3級が3,000
円である。補助金の総額は、英検：364万 6,300
円、数検：316万 7,500円である。

Q

A今後の見学者増大への対処は。

これからの見学者増大に備えた検討を関係部署で
していく。

Q

A

送迎バスの委託先と利用状況は。

委託先は花園観光株式会社で、１年間の単年度契
約である。利用状況は、仙元荘 349名、福寿荘
241名、岡部荘 26名、花園荘 448名、もくせ
い館 107名の利用となっている。

Q

A

老人福祉センター送迎バス事業

不登校児童生徒の対策事業の成果は。

不登校児童数は平成 30年度が小学校 4名、中学
校 57名、計 61名。平成 29年度は小学校 4名、
中学校 61名、計 65名であった。中学校が 4名
減となり、全体としても 4名減となった。いじ
めは平成 30年度は小学校 80件、中学校 78件、
計 158件である。学校現場へ積極的な認知を徹
底し、未発見、未解消がないよう指導している。

Q

A

いじめ・不登校対策事業

小学生の学力推進事業の取り組みは。

ＮＲＴ学力調査を 4年生で実施し、この検査結
果をもとに「ふっかちゃん夕焼け計算道場」を平成
30年 9月から実施した。また、学力をもっと上
げたい児童等を対象に、放課後学習支援を行った。

Q

A

学力向上推進事業

予算の執行率が低いのは。

中の家主屋の耐震補強設計を平成 29年度の事前
診断をもとに行う予定でいたが、想定以上の補強
料が必要になり平成 30年度で耐震補強設計がで
きなくなったためである。また土蔵 4棟の改修
に向けた調査も並行して実施を予定していたが執
行できなかったためである。

Q

A

論語の里管理活用事業について

敬老会の出席率と需用費の内容は。

平成 30年度の出席率は、全体で 32.13％となっ
ている。需用費の内訳は、記念品としてのせん茶
と、12地区でそれぞれ選定したお祝いの品、弁
当代などである。

Q

A

敬老会開催事業

前年度に比べて利用者が 356人増えているが、
約１億円の不用額が出た理由は。

決算額は前年度に比べ約１億４千万円増加してい
る。この事業で大きな比重を占めている扶助費に
ついて、過去３年間の伸び率を考慮し予算計上し
たが、障害児の放課後等デイサービスに係る障害
児通所給付費が当初の見積もりを大幅に下回った
ため不用額となったものである。

Q

A

障害者支援事業

平成 30年度予算が前年度と比べ大幅減となって
いるがその理由は。

東日本高速道路株式会社が実施しているインター
チェンジ上り線側にかかる用地取得が難航したこ
とにより、予定していた工事に着手出来ず、同社
に支払いを予定していた負担金分を減額したこと
や、それに伴い寄居町、美里町に支払いを予定し
ていた負担金も減額になったことなどが、大幅減
となった大きな要因である。

Q

A

スマートインターチェンジ整備事業

道路に明示する区画線は、市と警察でどのように
分担しているのか。

路面表示は、道路法に基づき道路管理者が設置す
るものと、道路交通法に基づき都道府県の公安委
員会が設置するものに区分されている。道路管理
者が設置する主なものは、道路の路線帯を示す外
側線や白い車道中央線、破線などである。公安委
員会が設置する主なものは、車両のはみ出しや追
い越しを禁止する黄色い車道中央線や横断歩道、
停止線などである。

Q

A

交通安全施設整備管理事業

今年度以降の補助金希望の申請状況は。

今年度は小前田地区 3地区のうちの 1地区であ
る。来年度以降は、現在上がっているものは、屋
台に関するものが 3件、文化財の修理が 2件で
ある。

Q

A

無形文化財の記録方法は。

映像で保存する。

Q

A

文化財所有者に対し、管理費および保存工事にか
かる経費の一部を補助することについて。

指定文化財の保存、維持管理の名目で補助してい
る。また小前田地区の屋台に関する補助について
は、国からの補助が 850万円である。

Q

A

文化財活用事業

福祉
-主な事業費-

産業
-主な事業費-

教育
-主な事業費-

平成30年度決算平成30年度決算

中学校施設大規模改修事業　約3億

小学校施設整備維持　　　約3億

小学校給食　　　　　　　約2億

中学校給食　　　　　　　約1億

1,934万円

5,733万円

8,087万円

5,197万円
（千円単位四捨五入）

保育園費（公立・私立）　　約40億
障害者支援　　　　　 　約27億
生活保護支給　　　　 　約24億
介護保険負担金　　　 　約15億
子ども医療費支給事業　 約  5億

628万円
1,682万円
8,511万円
2,813万円
3,322万円

産業拠点推進　　　　　　　約1億
深谷グリーンパーク管理運営事業　約1億
産業価値向上事業　　　　約1億
工場等立地促進　　　　 　 　約
多面的機能支援　　　　 　 　約

2,882万円
9,033万円
4,495万円
6,064万円
5,413万円

（千円単位四捨五入）（千円単位四捨五入）

財政健全化指標って？

実質公債費比率
－0.７%
将来負担比率
（表記なし）

数値の見方は？

財政力指数
０．７７３
経常収支比率
８５．２％

　
【
財
政
力
指
数
】
と
は
、
地
方

公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
指
数

で
、
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
の

過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
す
。

財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
、
普
通

交
付
税
算
定
上
の
留
保
財
源
が
大

き
い
こ
と
に
な
り
、
財
源
に
余
裕

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
【
経
常
収
支
比
率
】
と
は
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
指

標
で
す
。
地
方
税
、
普
通
交
付
税

の
よ
う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ

れ
る
一
般
財
源
の
う
ち
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
よ
う
な
毎
年

度
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に

充
当
さ
れ
た
も
の
が
占
め
る
割
合

で
す
。

　

経
常
収
支
比
率
が
低
け
れ
ば
低

い
ほ
ど
財
政
運
営
に
弾
力
性
が
あ

り
、
政
策
的
に
使
え
る
お
金
が
多

く
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
【
実
質
公
債
費
比
率
】
と
は
、

市
の
全
て
の
会
計
に
お
い
て
そ
の

年
の
借
金
返
済
額
が
、
市
の
財
政

収
入
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

深
谷
市
で
は
公
債
費
と
し
て
地
方

債
の
償
還
を
し
て
い
ま
す
が
、
地

方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
て
い
る
額

が
大
き
い
の
で
こ
の
指
標
に
な
っ

て
い
ま
す
。
29
年
度
県
内
全
市
で

上
位
か
ら
１
番
目
で
し
た
。
市
平

均
は
４
・
５
％
で
す
。

　
【
将
来
負
担
比
率
】
と
は
、
自

治
体
が
将
来
的
に
負
担
す
る
地
方

債
残
高
が
そ
の
市
の
財
政
規
模
の

何
倍
か
を
示
す
指
標
で
す
。
３
５

０
％
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化
団

体
と
な
り
、
事
実
上
お
金
の
使
い

方
に
制
限
が
か
か
り
ま
す
。
29
年

度
県
内
全
市
で
表
記
な
し
は
深
谷

市
を
含
め
た
８
市
。
市
平
均
は

17
・
８
％
で
す
。

議長
清水　健一

決算特別委員会
委員長　馬場　茂

決算特別委員会
副委員長　五間　くみ子
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反 対

議案第26号

以下の３つの理由で、反対する。

　１つ目は、多額な税金を投入し、民間企業の行う大型

商業施設の誘致を進めていることである。本来、地方自

治体が行うべきは、大型開発による大企業依存の市政運

営ではなく、地域経済を支えている農家や地元の中小商

工業者の営業を支援し、市民の暮らしを豊かにし、地域

経済の活性化を図るべきである。

　２つ目は、１カ所に集中させる新庁舎建設ではなく、

市役所の業務や防災については、総合支所や公民館など

を活用し、市民サービスの向上と地域の活性化にも必要

な分庁方式を維持すべきである。

　３つ目は、平成３０年度末の財政調整基金残高が、適

正な残高をはるかに超える１２２億円であり、自主財源

が少ないとしても、あまりにも多額な残高である。適正

な財政調整基金を維持することは、当然であるが、市民

の要望、暮らしや福祉・教育にこそ活用すべきである。

鈴木　三男

平成３０年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定

討論

　

10
月
か
ら
保
育
園
な
ど
の
３
歳
～
５
歳
児
も
幼
稚
園
と

同
じ
く
主
食
費
と
副
食
費
（
お
か
ず
代
）
を
直
接
保
育
園

な
ど
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
年
収
３
６
０
万
円

未
満
の
世
帯
と
第
３
子
以
降
は
、
副
食
費
を
免
除
す
る
条

例
改
正
で
す
。

　
　

年
収
３
６
０
万
円
未

　
　

満
の
世
帯
と
第
３
子

以
降
の
副
食
費
は
免
除
す

る
と
あ
る
が
、
年
収
３
６

０
万
円
を
超
え
る
世
帯
の

第
３
子
以
降
の
副
食
費
も
、

免
除
さ
れ
る
の
か
。

　
　

免
除
さ
れ
る
。
国
の

　
　

基
準
で
は
、
保
育
園

な
ど
に
就
学
前
の
子
ど
も

が
２
人
以
上
い
る
場
合
は
、

３
人
目
以
降
の
子
の
副
食

費
を
免
除
し
、
ま
た
、
幼

稚
園
で
は
、
同
じ
世
帯
に

小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
が
２
人
以
上
い
る
場
合

は
、
３
人
目
の
子
ど
も
以

降
の
副
食
費
を
免
除
す
る

と
し
て
い
る
。
市
で
は
、

保
育
園
な
ど
に
３
人
い
な

い
場
合
で
も
、
３
人
目
以

降
の
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、

副
食
費
を
免
除
す
る
。

　
　

そ
の
上
乗
せ
す
る
予

　
　

算
は
い
く
ら
か
。

　
　

お
よ
そ
１
１
０
０
万

　
　

円
で
あ
る
。

　
　

保
育
園
の
３
歳
～
５

　
　

歳
の
子
ど
も
の
副
食

費
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
料

に
含
ま
れ
、
保
育
料
と
し

て
市
に
支
払
っ
て
い
た
が
、

条
例
改
正
で
ど
う
な
る
の

か
。

　
　

10
月
か
ら
は
保
育
園

　
　

も
幼
稚
園
と
同
様
に
、

副
食
費
を
主
食
費
と
と
も

に
直
接
保
育
園
に
支
払
う
。

Q

QQ

A

AA

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

  

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

　

   

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

改正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の

利
用
者
負
担
額
等
に
関
す
る
条
例

改正
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
か
ら

保
育
園
な
ど
の
３
歳
～
５
歳
児
の
保
育
料
が
、
幼
稚
園
と

同
様
に
無
料
と
な
り
ま
す
。
保
育
園
な
ど
の
０
歳
～
２
歳

児
の
保
育
料
は
、
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
の
み
が
無
料
と

な
る
条
例
改
正
で
す
。

　
　

保
育
士
の
配
置
な
ど

　
　

の
基
準
が
緩
く
、
子

ど
も
の
安
全
や
保
育
の
質

に
問
題
が
あ
る
保
育
施
設

も
、
無
償
化
の
対
象
に
な

る
の
か
。

　
　

待
機
児
童
解
消
の
た

　
　

め
に
必
要
な
の
で
、

無
償
化
の
対
象
に
な
る
。

　
　

認
可
外
保
育
施
設
の

　
　

利
用
料
は
、
無
料
と

な
る
の
か
。

　
　

利
用
料
に
つ
い
て
は
、

　
　

保
育
の
必
要
性
の
認

定
が
あ
れ
ば
、
０
歳
～
２

歳
児
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
み
月
４
万
２
千
円
ま

で
、
３
歳
～
５
歳
児
は
月

３
万
７
千
円
ま
で
が
無
料

と
な
る
。

　
　

保
育
料
を
無
償
化
す

　
　

る
こ
と
に
よ
り
市
の

負
担
は
、
増
加
す
る
の
か
。

　
　

国
か
ら
の
交
付
金
や

　
　

負
担
金
で
無
償
化
の

費
用
に
充
て
る
た
め
増
加

し
な
い
。

　
　

保
育
園
の
０
歳
～
２

　
　

歳
児
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
保
育
料
は
無
料

と
な
る
が
、
住
民
税
課
税

世
帯
の
保
育
料
は
、
無
料

に
な
ら
な
い
。
免
除
や
減

免
、
補
助
な
ど
の
軽
減
は

な
い
の
か
。

　
　

軽
減
は
な
い
が
、
第

　
　

３
子
以
降
の
保
育
料

は
、
無
料
に
な
る
。

Q

QQ

Q A

A

A

A

私
た
ち
が
決
算
を

審
査
し
ま
し
た

平成30年度決算　

決
算
審
査
は
、
決
算

の
正
確
性
の
検
証
を
中

心
に
、
予
算
の
執
行
が

適
正
で
あ
る
か
、
財
務

に
関
す
る
事
務
が
法
令

に
準
拠
し
て
処
理
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
に
主
眼

を
お
き
、
６
月
14
日
か

ら
８
月
６
日
ま
で
の
期

間
に
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
第

２
次
深
谷
市
総
合
計
画

の
初
年
度
で
あ
り
、
計

画
に
掲
げ
た
「
元
気
と

笑
顔
の
生
産
地　

ふ
か

や
」
の
将
来
都
市
像
の

実
現
に
向
け
、
各
種
の

施
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 　

し
か
し
な
が
ら
、
将

来
的
な
人
口
減
少
や
急

速
に
進
む
高
齢
化
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
等
に

よ
り
、
本
市
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
社
会
保

障
費
等
の
増
加
に
よ
り
、

財
政
硬
直
化
の
傾
向
は
、

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
歳
入
の
増
加
と

歳
出
の
削
減
に
努
め
、

健
全
な
財
政
運
営
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

三田部恒明監査委員 野口髙一監査委員

条例改正・採決表

危険空き家に対する具体的な取り組みは。

本市では毎年６月に危険空き家の所有者だけでな
く、全ての空き家の所有者に対し、適正管理や利
活用を促す通知を発送している。

Q

A

空き家対策事業

平成29年度の危険空き家は、何軒解消されたのか。

平成 29年度の危険、またはやや危険空き家 272
軒のうち、平成 30年度中に解消されたのは 32
軒である。

Q

A

下水道区域、農業集落区域内に合併処理浄化槽、
単独処理浄化槽が何基あるか。

その区域の数については、把握してない。市内
全域の数値として、合併処理浄化槽については
6,072基、単独処理浄化槽は 4,743基、汲み取
り便槽は 2,700基程度と推定している。

Q

A

公共下水道を利用している水洗化率は。

水洗化率は、90．5％である。

Q

A

汚水処理対策事業

暮らし・協働
-主な事業費-
清掃センター負担金　　 約11億
下水道事業会計繰出金 　約10億
道路維持管理　　　　 　約  4億
道路新設改良　　　　 　約  5億
ごみ収集委託　　　　　 約  4億

770万円
8,588万円
7,913万円

23万円
1,057万円

（千円単位四捨五入）

市の蓄えってあるの？

（３０年度決算時）

財政調整基金

約 122 億
6,861万円

　

深
谷
市
の
全
基
金
（
16
基
金
）

の
残
高
は
約
２
３
８
億
円
で
、
多

く
の
基
金
は
目
的
基
金
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
と
は
年
度
間
の

財
政
調
整
機
能
を
持
ち
、
市
財
政

の
余
裕
度
を
見
る
と
き
に
こ
の
基

金
の
残
高
を
比
較
す
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。

（億円）
250

200

150

100

50

0
（年度）20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

会　派　名（※） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党 無会派
審
議
結
果

議  員  名

議  案  

小
嶋
　
　
隆

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

武
井
　
伸
一

湯
本
　
哲
昭

石
川
　
克
正

松
本
　
政
義

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

仲
田
　
　
稔

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢
　
寿
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

加
藤
　
利
江

平
成
30
年
度

一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○

欠
席

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 認定
国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
国済寺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
岡中央土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
水道事業会計利益の処分及び決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決・認定
下水道事業会計利益の処分及び決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決・認定

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可決

家庭的保育事業者等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可決
特定教育・保育施設の利用者負担額等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工事請負契約の締結（ふかや花園駅前土地区画整理事業造成工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可決
令和元年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和元年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
財産の取得（渋沢栄一アンドロイド） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※会派名は、共産党は日本共産党です。 ※議長は可否同数のみ採決に参加します。 ※○は賛成、×は反対です。

9月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）



市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

Q

Q Q

　
A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

89

市政への一般質問市政への一般質問

質問項目一覧 （通告順）
スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

①石川　克正　P8
◦新庁舎建設の意義
◦１０月以降の中小企業対策
◦渋沢栄一翁とまちづくり

②今井　慶一郎　P9
◦深谷市コミュニティバス
　「くるリン」
◦シティセールス推進事業
◦道路設備
◦防災行政無線

③加藤　利江　P9
◦第２次深谷市総合計画を読んで
◦川本公民館建設
◦深谷市民文化会館のトイレ
◦小学校のトイレの洋式化
◦秩父鉄道のふかや花園駅
◦花園ＩＣ拠点整備プロジェクト

④小嶋　隆　P10
◦堤防の建設
◦スポーツ、レクリエーションの振興

⑤五間 くみ子　P10
◦市民の健康を守る取り組み
◦公共施設の活用

⑥武井　伸一　P11
◦渋沢栄一翁
◦小山川、清水川、横瀬川

⑧柴崎　重雄　P12
◦渋沢栄一翁顕彰事業
◦深谷市の地域通貨の導入

⑨中矢　寿子　P12
◦投票率向上

⑦永田　勝彦　P11
◦武道場建設
◦秩父鉄道明戸駅の整備

⑩村川　徳浩　P13
◦ふかや花園駅前土地区画整理事
　業造成工事の入札

⑪湯本　哲昭　P13
◦アグリテック構想

⑭田口　英夫　P15
◦障害福祉

⑮茂木　一郎　P15
◦太陽光発電設備

⑫佐久間 奈々　P14
◦保育・教育の無償化対象施設・
　事業の安全の確保

⑬鈴木　三男　P14
◦外国籍住民の増加と課題
◦国保税の軽減

⑰髙田　博之　P16
◦選挙
◦渋沢栄一翁の一万円札発行

⑯福島　秀樹　P16
◦ラグビーワールドカップ2019
◦公共施設へのWi-Fi設置
◦大規模災害

防
災
行
政
無
線
を
聞
き
取
れ
な
い
世
帯
の
対
応
に
つ
い
て

メ
ー
ル
や
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

今い
ま
い井　

慶け
い
い
ち
ろ
う

一
郎

Q　

防
災
行
政
無
線
放
送
が
市
内
全
域
に

行
き
届
く
よ
う
に
戸
別
受
信
器
を
貸
与
す

る
な
ど
、
諸
策
を
整
え
て
ほ
し
い
。

A　

市
民
の
方
の
意
見
を
踏
ま
え
て
音
量

や
ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
を
調
整
し
た
り
、

携
帯
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ
放

送
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
内
容
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
戸
別
受
信
器

の
貸
与
等
に
つ
い
て
は
先
例
等
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
く
る
リ
ン
の
次
期

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
再
編
計
画
に
つ
い
て
ー

Q　

ゴ
ミ
収
集
所
と
停
留
所
を
併
合
す
る

こ
と
で
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
身
近
で
利
便

性
の
良
い
も
の
と
認
識
で
き
な
い
か
。

A　

現
在
、
約
２
０
０
カ
所
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
停
留
所
が
ゴ
ミ
収
集
所
と
併
合
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
の
意
見
を
反
映
し
て

停
留
所
の
位
置
も
変
更
可
能
と
し
て
い
る
。

ー
道
路
設
備
に
つ
い
て
ー

Q　

市
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
数
と

管
理
体
制
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

A　

本
年
３
月
末
で
４
７
５
６
基
。
庁
内

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
て
適
宜
の
管

理
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

ー
渋
沢
栄
一
翁
の
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
に
つ
い
て
ー

Q　

市
民
の
方
が
渋
沢
栄
一
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
方
法
を
提
供
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

A　

渋
沢
栄
一
翁
顕
彰
団
体
と
連
携
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
渋

沢
栄
一
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
郷
土
愛
の
醸
成
に

市
と
し
て
今
後
も
務
め
て
い
く
。

スマホは
こちらから

川
本
公
民
館
建
設
に
つ
い
て

も
く
せ
い
館
敷
地
に
建
設
が
決
ま
っ
た

加か
と
う藤　

利と
し
え江

Q　

も
く
せ
い
館
敷
地
に
建
設
が
決
ま
っ

た
が
、
も
く
せ
い
館
を
な
く
し
て
し
ま
う

の
か
。

A　

建
設
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
も
く
せ

い
館
敷
地
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
基

本
的
に
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
を

残
す
こ
と
で
関
係
部
局
と
調
整
し
て
い
る
。

ー
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
ー

Q　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
の
女
子
ト
イ
レ

が
洋
式
一
基
、
和
式
三
基
な
の
で
、
「
洋

式
三
基
、
和
式
一
基
」
へ
変
更
し
て
ほ
し

い
。

A　

和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
へ
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
今
後
施
設
の
利
用
状

況
や
利
用
者
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

Q　

小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
進
捗
状

況
は
。

A　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
、
子
ど
も

達
の
意
向
を
踏
ま
え
た
整
備
方
針
に
基
づ

き
、
洋
式
化
率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

ー
ふ
か
や
花
園
駅
に
つ
い
て
ー

Q　

ふ
か
や
花
園
駅
と
い
う
名
前
は
、
い

つ
だ
れ
が
つ
け
た
の
か
。

A　

平
成
29
年
６
月
14
日
、
秩
父
鉄
道
株

式
会
社
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
。

ー
花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
ー

Q　

三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
株
式
会
社
と

の
正
式
契
約
は
い
つ
な
の
か
。

A　

現
在
、
事
業
契
約
の
締
結
に
向
け
、

最
終
調
整
を
進
め
て
い
る
。 スマホは

こちらから

渋
沢
栄
一
翁
と
中
心
市
街
地
商
業
活
性
化
で
相
乗
効
果
を

市
内
全
体
を
回
遊
さ
せ
る
こ
と
で
相
乗
的
な
効
果
が
生
ま
れ
る

石い
し
か
わ川　

克か
つ
ま
さ正

Q　

渋
沢
栄
一
翁
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
組

み
合
わ
せ
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
可
能

性
は
な
い
か
。

A　

栄
一
翁
関
連
施
設
で
は
市
内
外
か
ら

多
く
の
お
客
様
が
見
え
て
い
る
。
訪
れ
た

方
々
が
飲
食
や
物
品
販
売
等
で
商
店
街
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
北
部
の

栄
一
翁
関
連
施
設
、
市
中
心
部
、
今
後
で

き
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
拠
点
と
し
た
市
南

部
と
、
市
内
全
体
を
回
遊
し
て
い
た
だ
け

る
環
境
が
整
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
乗
し
て

効
果
的
な
事
業
が
図
れ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

Q　

中
心
市
街
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高

い
。
次
年
度
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
を
組
み
合

わ
せ
た
商
業
活
性
化
の
展
開
は
検
討
で
き

た
か
。

A　

あ
く
ま
で
事
業
主
体
は
商
店
街
の
皆

さ
ん
で
あ
る
が
、
深
谷
商
店
街
が
現
在
採

択
さ
れ
て
い
る
県
事
業
の
中
に
、
空
き
店

舗
対
策
の
計
画
が
あ
る
の
で
、
組
み
合
わ

せ
た
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。

ー
消
費
税
増
税
の
環
境
変
化
に
つ
い
て
ー

Q　

市
内
景
気
と
し
て
、
消
費
税
増
税
後

の
状
況
を
甘
く
見
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

A　

市
内
商
工
団
体
等
と
連
携
し
、
10
月

以
降
の
市
内
経
済
の
状
況
を
注
視
し
て
い

く
。

ー
新
庁
舎
の
業
務
改
善
の
可
能
性

に
つ
い
て
ー

Q　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
可
能
性
は
。

A　

市
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
各

業
務
に
お
い
て
可
能
性
・
必
要
性
が
検
討

さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
新
庁
舎
で

は
そ
れ
ら
が
柔
軟
に
対
応
し
活
用
で
き
る

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
る
。

キャッシュレス決済で消費者ポイント
還元事業　中小企業店で５％還元

スマホは
こちらから
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渋
沢
栄
一
関
連
施
設
の
結
び
つ
き
と
Ｐ
Ｒ
は

今
後
も
周
遊
し
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
る

武た
け
い井　

伸し
ん
い
ち一

Q　

渋
沢
栄
一
関
連
施
設
を
結
び
、
見
学

し
や
す
い
方
法
や
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
を
、
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
現
状
を
含
め

て
知
り
た
い
。

A　

関
連
施
設
へ
の
案
内
、
地
図
で
の
道

案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
巡
回
バ
ス

の
運
行
な
ど
を
行
い
、
今
後
も
周
遊
し
や

す
い
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

Q　

中
の
家
の
主
屋
と
駐
車
場
は
、
ど
の

よ
う
な
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
の
か

工
事
方
針
や
計
画
が
知
り
た
い
。

A　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
事
業
提
案
を

導
入
し
、
耐
震
性
の
確
保
と
と
も
に
、
改

修
後
の
活
用
も
見
据
え
、
令
和
３
年
度
末

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
駐
車
場
は
、

南
側
の
植
込
み
部
分
を
改
修
し
、
駐
車
場

台
数
不
足
を
解
消
し
、
出
入
時
の
安
全
性

を
高
め
て
い
く
。

Q　

記
念
館
（
資
料
室
）
を
訪
れ
た
方
々

の
感
想
と
、
見
学
者
か
ら
よ
く
あ
る
質
問

を
知
り
た
い
。

A　

偉
大
な
業
績
が
良
く
分
か
る
。
説
明

が
分
か
り
や
す
い
。
無
料
で
感
心
し
た
。

食
事
処
や
、
お
土
産
の
場
所
が
知
り
た
い

と
の
声
が
あ
る
。

ー
清
水
川
、
横
瀬
川
の
ヨ
シ
の

除
去
に
つ
い
て
ー

Q　

地
元
か
ら
多
数
の
苦
情
、
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
。
ヨ
シ
を
取
り
除
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

A　

清
水
川
に
つ
い
て
は
、
支
障
を
来
す

こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
県
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。
横
瀬
川
は
、

継
続
的
に
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
し
ゅ
ん
せ
つ
し

て
い
く
。

収
益
を
生
み
出
す
公
共
施
設
と
し
て
活
用
す
べ
き

先
行
事
例
を
参
考
に
最
善
の
方
策
を
探
っ
て
い
く

五ご

ま間　

く
み
子こ

Q　

渋
沢
栄
一
翁
が
、
新
一
万
円
札
や
大

河
ド
ラ
マ
に
な
る
報
道
に
よ
り
、
本
市
に

と
っ
て
、
願
っ
て
も
い
な
い
チ
ャ
ン
ス
が

到
来
し
た
。
市
内
に
は
、
栄
一
翁
関
連
施

設
が
点
在
し
て
お
り
、
「
見
学
・
公
開
の

み
＝
未
活
用
の
公
共
施
設
」
か
ら
の
脱
却

を
図
り
、
収
益
を
生
む
よ
う
な
活
用
を
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

A　

見
学
・
公
開
か
ら
一
歩
進
ん
だ
活
用

に
つ
い
て
、
文
化
財
保
護
を
前
提
に
、
近

年
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
す
必
要
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q　

積
極
的
に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

A　

民
間
事
業
者
が
参
入
し
て
く
れ
る
よ

う
魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
注
力
し
つ
つ
、

先
行
事
例
を
参
考
に
最
善
の
方
策
を
探
っ

て
い
く
。

ー
健
康
づ
く
り
計
画
達
成
の
た
め
に
ー

Q　

市
が
行
う
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
、
市
民
が
積
極
的
に
健
康
管
理
に
取

り
組
め
る
施
策
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、
か

か
り
つ
け
医
に
よ
る
個
別
健
診
の
導
入
を

し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
れ
な
い
か
。

A　

現
在
集
団
健
診
を
年
間
１
０
０
日
以

上
実
施
し
て
お
り
、
各
種
が
ん
検
診
の
同

時
受
診
が
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
身
近
に

あ
る
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
で
き
る
こ
と

も
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金
が
こ
の
10
年

変
わ
っ
て
い
な
い
。
見
直
し
を
図
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

A　

平
成
22
年
に
補
助
金
等
見
直
し
方
針

に
基
づ
き
毎
年
度
、
評
価
と
検
証
を
し
た

額
で
あ
る
。
現
在
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
堤
防
の
建
設
に
つ
い
て

状
況
を
注
視
し
国
や
県
と
連
絡
を
密
に
し
て
い
く

小こ
じ
ま嶋　

隆
た
か
し

Q　

荒
川
左
岸
川
本
中
学
校
南
側
か
ら
天

神
グ
ラ
ウ
ン
ド
先
ま
で
の
間
に
堤
防
が
必

要
。
国
、
県
に
対
し
堤
防
建
設
要
請
の
考

え
は
。

A　

当
該
区
間
に
つ
い
て
は
、
地
盤
が
高

く
自
然
地
形
が
堤
防
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
堤
防
と
し
て
の
強
度
が
人
工
的
に

盛
土
し
て
造
ら
れ
る
堤
防
よ
り
強
固
で
あ

り
、
周
囲
と
比
べ
て
水
害
の
危
険
性
は
極

め
て
低
い
。
今
後
も
市
と
し
て
は
、
荒
川

沿
川
の
地
元
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
状
況
を
注
視
し
国
や
県
と
連
絡

を
密
に
取
り
な
が
ら
努
め
て
い
く
。

ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
ー

Q　

川
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
は
梅

雨
や
秋
の
長
雨
の
時
に
は
水
は
け
が
悪
く

長
期
に
わ
た
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き

な
い
が
、
今
後
の
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

A　

川
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
は
、

熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
占
用
許
可
を

受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。
状
況
を
改
善

す
る
に
は
、
排
水
機
能
を
高
め
る
工
作
物

の
敷
設
、
埋
設
工
事
が
必
要
。
河
川
敷
に

設
置
の
た
め
難
し
い
面
が
あ
る
。
今
後
は

梅
雨
や
長
雨
時
期
に
な
る
前
に
既
存
の
素

掘
り
水
路
を
し
ゅ
ん
せ
つ
や
清
掃
す
る
。

Q　

素
掘
り
側
溝
を
深
く
掘
り
雨
水
を
浸

透
さ
せ
る
方
法
は
ど
う
か
。

A　

効
果
が
得
ら
れ
る
か
専
門
業
者
と
相

談
し
研
究
し
て
い
く
。

川本グラウンド・ゴルフ場

旧渋沢邸「中の家」

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

川
本
中
学
校
に
武
道
場
の
建
設
を

武
道
場
の
建
設
は
難
し
い
が
体
育
館
の
一
部
整
備
を
検
討
す
る

永な
が
た田　

勝か
つ
ひ
こ彦

Q　

市
内
の
中
学
校
で
、
川
本
中
学
校
の

ほ
か
に
武
道
場
の
無
い
学
校
は
あ
る
の
か
。

A　

川
本
中
学
校
の
み
で
あ
る
。
他
の
９

中
学
校
に
は
武
道
場
を
整
備
済
み
で
あ
る
。

Q　

川
本
中
学
校
は
、
非
常
に
柔
道
が
盛

ん
で
あ
る
が
、
練
習
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
。
川
本
中
学
校
に
武
道
場
の
建
設

が
で
き
な
い
か
。

A　

現
在
、
教
育
施
設
の
整
備
は
、
老
朽

化
対
策
に
重
点
を
置
き
、
施
設
の
改
修
に

順
次
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
川
本
中
学

校
へ
の
武
道
場
の
建
設
は
難
し
い
。

Q　

講
堂
の
中
を
割
愛
し
、
武
道
場
と
し

て
整
備
で
き
な
い
か
。

A　

学
校
と
協
議
し
、
体
育
館
の
一
部
を

整
備
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ー
秩
父
鉄
道
明
戸
駅
の
整
備
を
ー

Q　

秩
父
鉄
道
の
駅
で
、
ト
イ
レ
が
な
い

の
は
明
戸
駅
だ
け
で
あ
る
。
ト
イ
レ
を
設

置
で
き
な
い
か
。

A　

明
戸
駅
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
市
と
し
て

も
秩
父
鉄
道
へ
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

今
後
も
、
継
続
し
て
要
望
を
重
ね
て
い
く
。

Q　

明
戸
駅
に
は
ホ
ー
ム
に
屋
根
が
無
く
、

降
雨
時
に
は
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
ホ
ー

ム
に
屋
根
を
設
置
で
き
な
い
か
。

A　

秩
父
鉄
道
か
ら
は
、
現
ホ
ー
ム
の
構

造
上
、
屋
根
の
設
置
は
難
し
い
と
聞
い
て

い
る
。
ホ
ー
ム
へ
の
待
合
室
整
備
が
困
難

な
た
め
、
駅
舎
内
に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る

な
ど
待
合
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。
今
後

も
明
戸
駅
の
早
期
施
設
整
備
に
向
け
、
継

続
し
て
強
く
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

スマホは
こちらから

清水川のヨシ

秩父鉄道 明戸駅
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よ
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特
定
の
事
業
者
に
有
利
な
入
札
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
か

投
票
率
向
上
を
目
指
し
た
環
境
改
善
を
し
て
は
ど
う
か

Q
渋
沢
栄
一
翁
顕
彰
事
業
に
つ
い
て

関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
啓
発
事
業
を
展
開
し
た
い

A

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

公
正
な
価
格
競
争
に
よ
る
適
正
な
入
札
で
あ
る

周
辺
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

村ミ
ル
ク川　

徳お
や
じ浩

中な
か
や矢　

寿ひ
さ
こ子

柴し
ば
さ
き崎　

重し
げ
お雄

Q　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
で
あ
る
こ
と
が
、

ふ
か
や
花
園
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
造

成
工
事
の
必
須
条
件
で
あ
る
理
由
は
。

A　

工
事
に
対
す
る
品
質
管
理
や
引
き
渡

し
期
限
な
ど
の
条
件
を
考
慮
す
る
と
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

Q　

市
が
業
者
に
対
し
て
工
期
順
守
と
品

質
管
理
を
徹
底
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

条
件
と
す
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A　

令
和
４
年
３
月
31
日
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

を
加
味
し
た
工
期
で
あ
る
。
従
来
の
工
法

で
は
約
７
カ
月
工
期
が
遅
れ
る
。

Q　

こ
の
造
成
工
事
に
お
い
て
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
の
代
表
構
成

員
と
な
る
資
格
を
持
つ
市
内
の
事
業
者
は
、

こ
の
造
成
工
事
を
落
札
し
た
Ｊ
Ｖ
の
代
表

構
成
員
の
み
で
あ
る
。
そ
の
企
業
に
有
利

な
入
札
条
件
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

A　

代
表
構
成
員
と
な
る
資
格
を
持
つ
事

業
者
は
県
内
で
は
25
社
あ
る
。
公
正
な
価

格
競
争
に
よ
る
適
正
な
入
札
で
あ
る
と
考

え
る
。

Q　

新
庁
舎
建
設
工
事
、
原
郷
上
野
台
線

汚
水
管
雨
水
管
切
り
回
し
工
事
、
ふ
か
や

花
園
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
造
成
工
事

Q　

合
併
前
48
カ
所
あ
っ
た
投
票
所
が
、

31
カ
所
に
見
直
さ
れ
て
10
年
が
経
っ
た
。

今
後
、
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
か
。

A　

合
併
時
、
投
票
区
の
選
挙
人
の
数
が

少
な
い
投
票
区
（
５
０
０
人
程
）
と
多
い

投
票
区
（
５
６
０
０
人
程
）
の
格
差
が
あ

り
、
そ
の
解
消
の
た
め
一
投
票
区
の
選
挙

人
の
数
を
、
お
お
む
ね
３
千
人
～
４
千
人
、

投
票
所
ま
で
の
距
離
を
選
挙
人
の
住
所
か

ら
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
て
31
カ
所

と
な
っ
た
。
定
着
し
て
き
て
い
る
の
で
見

直
す
考
え
は
な
い
。

Q　

投
票
所
が
減
っ
た
地
域
限
定
で
、
交

通
弱
者
（
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
人
）

に
向
け
て
送
迎
バ
ス
や
期
日
前
移
動
車
両

の
運
行
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A　

地
域
限
定
と
い
っ
て
も
、
基
準
設
定

が
難
し
い
。
送
迎
バ
ス
や
期
日
前
移
動
車

両
の
運
行
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
と
深

谷
市
で
は
事
情
が
異
な
る
。
移
動
車
両
導

入
に
つ
い
て
は
、
二
重
投
票
防
止
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
回
線
接
続
の
必
要
も
あ
り
、

運
行
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

Q　

期
日
前
投
票
所
の
一
つ
キ
ラ
ラ
上
柴

は
、
買
い
物
と
投
票
が
一
緒
に
で
き
る
等

で
投
票
に
行
く
人
も
増
え
て
い
る
。
キ
ラ

Q　

渋
沢
栄
一
翁
が
、
新
一
万
円
札
の
肖

像
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
に
決
定

し
た
。
大
変
明
る
い
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
影
響
と
思
わ
れ
る
状
況
と
こ
の

好
機
の
有
効
な
活
用
策
は
。

A　

関
連
施
設
の
渋
沢
栄
一
記
念
館
、
中

の
家
、
尾
高
惇
忠
生
家
の
来
館
者
は
急
増

し
て
い
る
。
こ
の
好
機
を
い
か
す
た
め
、

「
渋
沢
栄
一
翁
の
顕
彰
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
」
を
公
益
財
団
法
人
・
渋
沢
栄
一

記
念
財
団
、
東
京
都
北
区
、
東
京
商
工
会

議
所
、
深
谷
商
工
会
議
所
、
ふ
か
や
市
商

工
会
と
深
谷
市
の
６
者
で
締
結
し
た
。
今

後
、
連
携
強
化
し
啓
発
事
業
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
栄
一
翁
の
そ

っ
く
り
さ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
論
語

の
里
の
会
場
を
盛
り
上
げ
、
新
一
万
円
札

に
つ
い
て
も
、
A
券
の
で
き
る
だ
け
若
い

番
号
の
紙
幣
を
入
手
す
る
た
め
に
要
望
活

動
を
進
め
て
い
く
。

ー
地
域
通
貨
の
導
入
に
つ
い
て
ー

Q　

５
月
に
実
証
実
験
と
し
て
電
子
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
。
一
億
円
に
プ
レ

ミ
ア
ム
10
％
上
乗
せ
し
て
販
売
さ
れ
た
。

市
民
、
参
加
店
の
反
応
、
問
題
点
は
。

等
大
規
模
工
事
を
同
じ
事
業
者
が
落
札
し

て
い
る
。
こ
れ
を
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

A　

公
正
な
価
格
競
争
に
よ
る
適
正
な
入

札
の
結
果
で
あ
り
全
く
問
題
な
い
。

Q　

こ
の
案
件
は
、
委
員
会
審
査
を
通
さ

ず
初
日
に
採
決
が
行
わ
れ
た
。
誤
解
を
受

け
ぬ
よ
う
委
員
会
付
託
を
省
略
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
。

A　

工
事
日
程
の
関
係
で
や
む
な
く
初
日

採
決
を
お
願
い
し
た
。
事
前
に
初
日
採
決

の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
。

ラ
上
柴
投
票
所
だ
け
で
も
、
国
政
・
県
政

に
お
け
る
選
挙
は
、
本
庁
舎
と
同
期
間
ま

た
は
日
曜
ス
タ
ー
ト
に
な
ら
な
い
か
。

A　

キ
ラ
ラ
上
柴
の
日
数
拡
充
は
、
会
場

確
保
が
難
し
く
、
考
え
て
い
な
い
。
深
谷

市
の
期
日
前
投
票
所
設
置
数
は
、
県
内
市

区
町
村
と
比
較
し
て
少
な
く
は
な
い
。
投

票
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
人
へ
の
対

策
は
重
要
と
考
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し

て
、
先
進
地
の
事
例
や
周
辺
自
治
体
の
動

向
な
ど
注
視
し
て
い
き
た
い
。

A　

販
売
日
は
５
月
11
日
か
ら
14
日
に
実

施
さ
れ
た
。
販
売
当
初
の
混
雑
が
あ
っ
た

が
、
整
理
券
を
配
布
し
無
事
終
了
し
た
。

市
民
と
参
加
店
舗
か
ら
の
反
応
は
Ｑ
Ｒ
決

済
に
慣
れ
る
に
つ
れ
て
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
と
い
う
声
を
得
た
。
問
題
点
に
は
、
残

存
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
手
段
や
店
舗
ア
プ
リ

の
決
済
方
法
が
わ
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
改

善
す
べ
き
意
見
も
あ
っ
た
。
今
後
、
こ
の

実
証
実
験
の
課
題
、
可
能
性
を
検
証
し
、

地
域
通
貨
導
入
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

移動期日前投票車

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

ドローンを使った測量

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
集
積
戦
略
に
つ
い
て

「
儲
か
る
農
業
都
市
ふ
か
や
」
の
実
現
に
向
け
た
政
策
で
あ
る

湯ゆ
も
と本　

哲て
つ
あ
き昭

Q　

現
在
、
深
谷
市
の
農
業
の
実
情
は
、

戸
数
・
後
継
者
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
・

遊
休
農
地
面
積
の
増
加
な
ど
将
来
的
に
持

続
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
が
、
現
場

の
農
家
に
向
け
た
こ
の
構
想
の
Ｐ
Ｒ
・
周

知
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

A　

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
構
想
は
、
昨
年
度
策

定
し
、
今
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
実
行
段
階

に
入
る
。
ま
ず
は
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
、
市
内
の
農
業
課
題
を

解
決
す
る
技
術
を
集
め
る
取
り
組
み
を
進

め
る
。
ま
た
、
農
家
の
ハ
ブ
と
な
る
、
市

内
３
農
協
、
４
市
場
そ
の
他
関
連
企
業
、

農
業
委
員
、
ま
た
広
報
な
ど
を
通
し
て
広

く
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
、
ア
グ
リ
テ
ッ

ク
が
現
場
に
根
付
く
取
り
組
み
を
し
て
い

く
。

Q　

今
後
、
こ
の
構
想
を
推
進
す
る
た
め

に
は
深
谷
市
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

現
在
提
携
し
て
い
る
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
は

ど
こ
で
、
ま
た
そ
の
役
割
は
。

A　

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
集
積
戦
略
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
各
分
野
で
、
そ
の
特
性
を

い
か
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
を
推
進

し
具
体
的
な
支
援
を
図
る
。
市
内
３
農
協

に
は
、
実
証
実
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

を
提
案
し
な
が
ら
生
産
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
、
商
工
団
体
に
は
起
業
・
創
業
支

援
や
市
内
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、

埼
玉
工
業
大
学
に
は
、
研
究
に
お
け
る
連

携
や
大
学
施
設
の
貸
与
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
、
さ
ら
に
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ

る
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
、
マ
イ
ナ
ビ
に
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
企
画
運
営
、
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
就
農
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
人

材
育
成
の
分
野
で
の
連
携
を
図
る
。

スマホは
こちらから

深谷市電子プレミアム商品券
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よ
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手
話
は
言
語
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
啓
発
し
て
い
く
の
か

外
国
籍
の
方
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
深
谷
に
、
方
針
や
計
画
を

Q
指
導
監
督
基
準
以
下
の
施
設
も
保
育
の
受
け
皿
と
の
考
え
か

可
能
性
と
し
て
は
指
導
監
督
基
準
以
下
も
あ
り
得
る

A

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

手
話
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
広
報
等
で
啓
発
を
進
め
て
い
く

現
時
点
で
作
る
予
定
は
な
い
。
今
後
の
外
国
籍
住
民
の
状
況
で

田た
ぐ
ち口　

英ひ
で
お夫

鈴す
ず
き木　

三み
つ
お男

佐さ

く

ま

久
間　

奈な

な々

Q　

第
５
次
障
害
者
プ
ラ
ン
策
定
後
の
障

害
者
福
祉
施
策
の
取
り
組
み
状
況
は
。

A　

「
誰
も
が
地
域
の
一
員
と
し
て
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
共
生
の
ま
ち　
ふ
か
や｣

を
基
本
理
念
に
、
毎
年
度
、
評
価
と
改
善

を
行
い
、
障
害
福
祉
施
策
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

Q　

市
民
に
対
し
て
、
障
害
者
を
理
解
し

て
も
ら
う
活
動
、
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
。

A　

障
害
者
理
解
促
進
の
研
修
や
福
祉
健

康
ま
つ
り
等
の
催
し
の
機
会
を
設
け
、
障

害
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Q　

聴
覚
障
害
者
に
は
、
手
話
が
意
思
疎

通
の
重
要
な
手
段
だ
が
、
手
話
の
普
及
啓

発
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

A　

手
話
を
学
び
、
聴
覚
障
害
に
つ
い
て

の
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
や
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
を
行
い
、
聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解

促
進
、
手
話
通
訳
が
で
き
る
人
材
の
育
成

に
努
め
て
い
る
。

Q　

障
害
者
基
本
法
の
中
で
も
、
手
話
は

言
語
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
聴
覚
障
害

Q　

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
で
、

今
後
も
外
国
籍
の
方
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
が
、
国
籍
な
ど
の
現
状
は
ど
う
か
。

A　

市
の
外
国
籍
住
民
の
登
録
者
数
は
、

２
８
４
４
人
で
、
１
・
98
％
。
国
籍
や
在

留
資
格
は
一
覧
表
の
と
お
り
。

Q　

在
留
外
国
人
に
対
す
る
防
災
対
策
は
。

A　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
防
災
に
関
す

る
情
報
を
、
英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
掲
載
し

て
い
る
。
今
後
は
、
転
入
す
る
外
国
人
に
、

防
災
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
す
る
。

Q　

外
国
人
に
対
す
る
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
の
普
及
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
急
を
要
す
る
時

に
大
事
な
こ
と
で
、
「
わ
か
り
や
す
い
日

本
語
」
の
普
及
は
、
少
し
日
本
語
の
わ
か

る
外
国
人
の
方
と
の
意
思
疎
通
の
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
。
医
療
現
場
で
、
少
し

ず
つ
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

Q　

日
本
語
の
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

A　

市
内
の
保
育
園
に
は
、
公
立
・
私
立

で
33
名
の
外
国
籍
の
園
児
が
い
る
が
、
日

本
語
の
わ
か
ら
な
い
保
護
者
は
い
な
い
。

Q　

認
可
外
保
育
施
設
で
の
死
亡
事
故
の

発
生
率
は
、
認
可
保
育
施
設
の
26
倍
で
あ

る
。
そ
し
て
死
亡
事
故
を
起
こ
し
て
い
る

の
は
指
導
監
督
基
準
以
下
の
施
設
が
多
い
。

指
導
監
督
基
準
と
は
、
劣
悪
な
施
設
を
排

除
す
る
た
め
国
が
定
め
た
基
準
で
あ
る
。

こ
の
指
導
監
督
基
準
以
下
の
施
設
も
５
年

間
は
、
無
償
化
の
対
象
と
な
る
が
、
市
の

条
例
で
制
限
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
深
谷

市
は
条
例
で
基
準
を
定
め
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
保
育
の
受
け
皿
と
し
て
指
導
監
督

基
準
以
下
の
施
設
も
あ
り
得
る
と
の
考
え

な
の
か
。

A　

届
出
制
度
な
の
で
指
導
監
督
基
準
以

下
の
施
設
で
の
保
育
も
あ
り
得
る
が
、
市

内
に
は
指
導
監
督
基
準
以
下
の
施
設
は
な

い
。
無
償
化
は
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

で
あ
り
、
市
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
は
保

育
を
必
要
と
し
て
い
る
方
へ
の
支
援
を
制

限
す
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
で
の
保
育
の
安
全
は
ー

Q　

こ
れ
ま
で
国
の
説
明
で
は
、
フ
ァ
ミ

サ
ポ
は
高
度
な
専
門
性
を
必
要
と
せ
ず
、

者
の
方
も
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
際
、
わ
ざ
わ
ざ
聞
こ
え
な
い
人
の

席
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
自
由
に
行
っ

て
、
好
き
な
と
こ
ろ
に
座
り
、
自
由
に
聞

き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
手
話
は
言
語
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
当
た
り
前
に
受
け
入

れ
て
く
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
啓
発
し
て
い
る
か
。

A　

手
話
は
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

基
づ
き
、
手
話
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る

よ
う
、
今
後
も
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
、
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

市
内
の
外
国
籍
の
子
ど
も
は
、
小
学
校
に

１
１
０
名
、
中
学
校
に
62
名
、
合
計
で
１

７
２
名
16
カ
国
で
、
日
本
語
指
導
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
は
１
０
３
名
い
る
。
日
本

語
指
導
加
配
教
員
が
県
費
３
名
、
市
費
で

８
名
い
る
。
授
業
中
の
支
援
や
別
教
室
で

個
別
の
指
導
を
し
て
い
る
。
日
本
語
の
わ

か
ら
な
い
保
護
者
に
は
、
通
知
等
を
教
員

が
母
国
語
に
翻
訳
し
対
応
し
て
い
る
。

Q　

今
後
も
外
国
籍
の
方
が
増
加
す
る
。

多
文
化
共
生
推
進
の
基
本
方
針
や
計
画
は
。

A　

現
時
点
で
は
、
策
定
予
定
は
な
い
。

一
時
的
な
預
か
り
で
あ
り
、
常
態
的
な
保

育
の
代
替
で
は
な
い
と
し
て
き
た
。
し
か

し
今
回
無
償
化
の
対
象
と
な
る
。
フ
ァ
ミ

サ
ポ
は
明
確
な
安
全
基
準
が
な
く
、
大
阪

府
八
尾
市
で
は
乳
児
の
死
亡
事
故
も
起
き

て
い
る
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
の
預
か
り
保
育

の
安
全
は
ど
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
る
の
か
。

A　

安
全
に
預
か
る
た
め
の
研
修
受
講
を

必
須
と
し
て
い
る
。

Q　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
の
研
修
の
時
間
数
は
。

A　

３
時
間
半
で
あ
る
。

カ

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

固
定
価
格
買
取
制
度
期
間
終
了
後
の
対
応
は

買
い
取
り
単
価
を
決
定
・
発
表
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る

茂も
て
ぎ木　

一い
ち
ろ
う郎

Q　

固
定
価
格
買
取
制
度
期
間
満
了
後
の

「
ふ
か
や
e
パ
ワ
ー
」
の
買
取
価
格
は
。

A　

買
い
取
り
だ
け
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
８
・
６
円
。
電
力
供
給
契
約
も
す
る

と
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
８
・
８
円
。

Q　

深
谷
市
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
要
旨
は
。

A　

平
成
30
年
12
月
25
日
よ
り
関
係
法
令

に
基
づ
い
た
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
太
陽

光
発
電
施
設
計
画
届
出
書
を
求
め
て
い
る
。

Q　

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
は
ど
ん
な
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。

A　

鉛
・
セ
レ
ン
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

Q　

市
内
で
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
大
き

な
事
故
は
あ
っ
た
か
。

A　

な
か
っ
た
。

Q　

一
般
家
庭
用
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃

棄
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A　

廃
棄
費
用
は
設
置
費
用
の
５
％
程
度

と
言
わ
れ
て
い
る
。
設
置
費
用
が
３
０
０

万
円
だ
と
す
る
と
15
万
円
程
度
で
あ
る
。

Q　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

発
電
量
と
売
電
金
額
及
び
廃
棄
費
用
は
。

A　

発
電
量
は
、
年
間
２
０
７
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
ア
ワ
ー
、
売
電
金
額
は
、
７
７
０
０

万
円
程
度
で
あ
り
、
廃
棄
費
用
は
、
２
１

５
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

Q　

発
電
事
業
終
了
後
の
廃
棄
対
策
は
。

A　

事
業
終
了
後
パ
ネ
ル
を
放
置
さ
れ
る

懸
念
や
不
法
投
棄
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
た

め
、
廃
棄
費
用
の
積
み
立
て
を
義
務
化
し

て
い
る
が
、
実
施
す
る
業
者
が
少
な
い
こ

と
か
ら
国
は
廃
棄
費
用
の
積
み
立
て
を
担

保
す
る
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

浄化センターのメガソーラー

スマホは
こちらから
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市政への一般質問

Q　

投
票
の
結
果
に
つ
い
て
の
告
知
は
。

A　

文
書
に
よ
る
告
知
の
ほ
か
、
当
選
者

に
電
話
で
通
知
し
て
い
く
。

ー
煉
瓦
工
場
東
側
県
道
の北

部
へ
の
接
続
ー

Q　

県
道
成
塚
中
瀬
線
の
北
側
バ
イ
パ
ス

部
分
は
30
年
前
に
休
止
の
ま
ま
だ
が
。

A　

土
地
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
な

ど
整
備
の
見
通
し
が
立
て
ば
事
業
を
復
活

さ
せ
た
い
意
向
が
あ
る
と
の
県
の
答
え
で

あ
る
。
各
県
道
の
進
捗
状
況
や
予
算
の
動

向
で
再
開
時
期
を
検
討
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

7月 8月 9月

議会のうごき
行 事 内 容 行 事 内 容 行 事 内 容

2(月)　議会開会、議案説明、
　　　　議会運営委員会、
　　　　決算特別委員会

5(木)　議案質疑
9(月)　産業建設委員会

10(火)　総務委員会
11(水)　福祉文教委員会
12(木)　決算特別委員会
13(金)　決算特別委員会

19(木)　一般質問
20(金)　一般質問
24(火)　一般質問
26(木)　議会運営委員会、議会閉会
　　　　議員全員協議会

議員全員協議会

 スケジュール（予定）

 事業費（令和元年 114,300千円）

渋沢栄一
アンドロイドの
制作数及び
設置場所

制 作 数　2 体（立体、座位を各 1 体）
　　　　　　遠隔操作又は事前のプログラミングにより、人間と同じように顔や体を動作することが可能
　　　　　で話すこともできます。歩行はできません。
設置場所　渋沢栄一記念館、旧渋沢邸「中の家」にそれぞれ 1 体を設置予定です。

アンドロイド制作 82,500 千円
・アンドロイド2体分で消費税（10%）込みの金額
・財源は寄附金の1億円を充当
・寄附金の残金は教育基金に積み立て、次年度以降の
 アンドロイドの維持管理費に充当

渋沢栄一記念館
（八基公民館）

改修工事
31,800 千円

（改修工事の内訳）
公民館和室の改修➡アンドロイドを設置するため
公民館工芸室の改修➡工芸室を和室へ改修する
倉庫の新設➡物品等の保管倉庫を造る
・財源は一般財源

令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度

1体目（立体）制作

公民館和室等改修

2体目（座位）制作

旧渋沢邸「中の家」主屋構造補強および改修工事（令和3年度末）

1体目披露
記念館で一般公開
時期：令和2年4月

2体目披露
中の家で一般公開
時期：令和4年春

 

・
財
産
取
得
の
議
案
提
出

 

・
９
月
補
正
予
算
計
上

2体目完成、中の家工事完了まで保管

　　　　　　　  本年 4 月の新一万円札の肖像決定により渋沢栄一翁への関心が高まっていることから、栄一翁の功績や考え
を多くのかたに知ってもらう新たな手段として、「渋沢栄一アンドロイド」を 2 体制作します。制作後は、渋沢栄一記念館及
び旧渋沢邸「中の家」に設置する予定で、来館者が栄一翁の講義を受けたり、栄一翁のありし日の姿を体感していただくなど、
栄一翁のことを楽しく体験しながら学ぶことができます。
　なお、渋沢栄一アンドロイドの制作にあたり、株式会社ドトールコーヒー名誉会長　鳥羽博道氏より、本年 7 月に渋沢栄
一の顕彰を目的に 1 億円の寄附金をいただき、寄附者の意向を踏まえ、これを財源に制作するものです。

事業の概要

渋沢栄一アンドロイド（人間酷似型ロボット）の制作について

7(日)　深和会 行政視察 ～10日
　　　　沖縄県石垣市
　　　　・尖閣諸島を取り巻く現状
　　　　・小中学校の暑さ対策
　　　　・６次産業化支援事業

24(水)　公明党 行政視察 ～25日
　　　　滋賀県大津市
　　　　市町村議会議員研修

27(土)　日本共産党 行政視察 ～29日
　　　　静岡県静岡市ほか
　　　　第61回自治体学校ｉｎ静岡

30(火)　議員全員協議会

7(水)　深谷同志会 行政視察 ～9日
　　　　北海道紋別市ほか
　　　　・元気なまちづくり事業　
　　　　・ご当地グルメ推進事業　
　　　　・駅前交流プラザ・よろーな
　　　　・旭川市観光産業事業

26(月)　議会運営委員会、
　　　　議員全員協議会

渋
沢
栄
一
翁
の
一
万
円
札
発
行
に
つ
き
事
前
の
連
絡
は

Q
公
共
施
設
へ
の
「
W
ｉ
ー

F
ｉ
」
設
置
状
況
と
方
向
性
は

７
施
設
で
設
置
、
今
後
効
果
を
見
極
め
個
別
に
判
断
し
て
い
く

A

財
務
省
か
ら
事
前
の
連
絡
は
な
い
。髙た

か
だ田　

博ひ
ろ
ゆ
き之

福ふ
く
し
ま島　

秀ひ
で
き樹

Q　

こ
の
追
い
風
を
、
市
全
体
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A　

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
い
か
す
た
め
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド

の
両
面
を
計
画
的
に
実
施
し
、
団
体
、
企

業
等
と
連
携
を
図
り
、
道
徳
経
済
合
一
説

の
原
点
が
本
市
で
あ
る
こ
と
を
、
国
内
外

に
発
信
し
て
い
く
。

Q　

渋
沢
栄
一
大
学
を
開
講
し
て
は
。

A　

現
在
栄
一
塾
、
渋
沢
栄
一
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
を

通
し
て
、
提
案
の
内
容
は
既
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ー
大
河
ド
ラ
マ
館
を
作
る
考
え
は
ー

Q　

深
谷
市
へ
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

A　

過
去
に
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ

た
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
市

内
へ
の
設
置
の
可
否
に
つ
い
て
、
判
断
し

て
い
く
。

ー
投
票
率
向
上
対
策
ー

Q　

投
票
立
会
人
に
高
校
生
を
入
れ
た
ら
。

A　

今
後
、
若
年
層
の
選
任
を
検
討
す
る
。

Q　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置
は
観
光
客
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
防
災
へ

の
効
果
も
期
待
で
き
る
。
方
向
性
は
。

A　

新
庁
舎
は
設
置
予
定
。
今
後
の
公
共

施
設
設
置
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
設
置
目
的
や
期
待
で
き
る
効
果
を
見
極

め
な
が
ら
個
別
に
判
断
し
て
い
く
。

ー
深
谷
市
が
行
う
災
害
へ
の
取
組
は
ー

Q　

昨
今
、
日
本
各
地
に
お
い
て
台
風
・

大
雨
・
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。
深
谷
市
が
行
う
取
組
は
。

A　

深
谷
市
総
合
計
画
及
び
深
谷
市
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
「
自
助
・
共
助
・
公

助
」
の
考
え
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
総
合
防
災
訓
練
、
自
治
会
を
対
象

と
し
た
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
強
化
し

各
種
団
体
を
対
象
と
し
た
防
災
講
座
や
防

災
訓
練
、
備
蓄
食
料
や
資
器
材
確
保
、
さ

ら
に
は
民
間
事
業
者
な
ど
と
災
害
協
定
を

結
び
災
害
に
備
え
て
い
る
。

ー
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
は
ー

Q　

深
谷
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
に
向
け
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
評
価
は
。

A　

市
内
の
小
３
か
ら
中
学
生
に
９
月
29

日
開
催
の「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
対
ウ
ル
グ
ア
イ｣

の
観
戦
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
７
４
名

の
応
募
が
あ
っ
た
。
小
学
生
を
対
象
に
、

９
月
１
日
開
催
の
「
深
谷
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
深
谷
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

の
選
手
と
の
ラ
グ
ビ
ー
体
験
・
ル
ー
ル
解

説
や
観
戦
国
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。
児

童
生
徒
に
一
生
心
に
残
る
無
形
の
レ
ガ
シ

ー
を
構
築
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

県道成塚中瀬線

深谷ラグビーフェスティバルにおいて

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから



［副委員長］
福島　秀樹
馬場　　茂

［ 委 員 長 ］
［ 委 員 ］

鈴木　三男
湯本　哲昭
武井　伸一

茂木　一郎
小嶋　　隆
柴崎　重雄

編 集 委 員 会

議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com
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学校応援団の取組を紹介
「学校応援団」とは、保護者や地域住民がボランティアとして
学習活動や環境整備など、協力・支援を行う活動組織です。

そ
ば
作
り
体
験
活
動

岡
部
西
小
学
校

　

六
年
生
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で「
見
つ
め
直
そ
う

私
た
ち
の
食
生
活
」を
テ
ー
マ

に
そ
ば
の
栽
培
等
の
体
験
を
通

し
て
、
健
康
で
安
全
な
食
生
活

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

ば
の
種
ま
き
に
始
ま
り
、
最
後

の
試
食
ま
で
、
草
取
り
、
収
穫
、

石
臼
で
の
そ
ば
粉
づ
く
り
、
そ

ば
打
ち
と
各
作
業
で
、
子
供
た

ち
は
学
校
応
援
団
の
方
々
に
コ

ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
初
め
て

の
体
験
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
食
に

対
す
る
感
動
や
感
謝
の
気
持
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
へ

の
尊
敬
や
郷
土
愛
も
育
ま
れ
ま

す
。

　

種
ま
き
の
三
日
後
に
は
芽
を

出
し
た
そ
ば
を
見
た
子
供
た
ち

は「
そ
ば
っ
て
す
ご
い
。」「
収
穫

が
楽
し
み
。」「
あ
の
種
が
ど
う

や
っ
た
ら
、
そ
ば
に
な
る
の

だ
ろ
う
。」と
こ
の
先
の
活
動
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
ば
の
種
ま
き

そ
ば
打
ち
体
験

［編集責任者］ 議長　清水　健一　９月議会は、渋沢栄一翁に関する質問が多くありありました。栄一
翁が新一万円札の肖像に採用され、また NHK大河ドラマの放映が決
定された、この千載一遇のこのチャンスに深谷市をさらに発展させま
しょうというものです。大河ドラマ館など、これから関係する多くの
事業が計画されると思いますが、将来に不安要素を残さぬよう一議員
として緊張感をもって審査していきたいと思います。

茂木　一郎

編 集 後 記

血洗島の獅子舞（ささら舞い）

（深谷市観光協会写真コンクール入賞作品）

　実りの秋。毎年この時期になると、市内各
地で五穀豊穣を感謝し獅子舞（ささら舞い）
が奉納されます。血洗島の獅子舞の起源は元
亀2年（1571）とも言われています。この地
で生まれ育った渋沢栄一翁も当時獅子頭を
付けて舞ったそうです。

日 月 火 水 木 金 土
11/25

（開会）
議案説明

26

議案説明

27 28

議案質疑

29

議案質疑

30

12/1 2

総務
委員会

3

福祉文教
委員会

4

産業建設
委員会

5 6 7

8 9

一般質問

10

一般質問

11

一般質問

12 13

採決
（閉会）

14


